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1 はじめに

認知症患者の徘徊による行方不明者数は年々増加し

ており，社会問題となっている [1]．徘徊者を探すため
に，監視員は屋内外の防犯カメラ映像から目視で見比

べて捜索を行っている．この方法では，長時間撮影さ

れた映像に写る人物を一人一人確認しなくてはならな

いため，捜索に膨大な時間を要する．そこで，徘徊者

の位置情報を把握するために阪神電気鉄道株式会社は，

GPSやビーコンが搭載されている端末と防犯カメラを
利用した位置提示サービス [2]を提供している．この
サービスでは発信機を身につけていない徘徊者には対

応できないため，町中に設置された防犯カメラの映像

のみを利用する方法に着目する．防犯カメラの映像か

ら身長や歩容∗などの身体情報を推定し，自動的に目的

人物を発見する手法 [3]を槇原らが提案している．この
手法では，文献 [2]と同様に，徘徊者家族が歩容を特定
するために充分な入力映像を用意できるとは限らない．

そこで，本研究では徘徊者の写真と防犯カメラ映像

を比較し，目的人物の候補群をいち早く抽出して目視

捜索可能な環境を提示する．まず，目的人物の写真から

衣服色特徴を抽出する．つぎに防犯カメラ映像から移

動物体を検出し，目的人物の代表色と照らし合わせる．

目的の人物の可能性のある移動物体のフレームを並べ

て提示し，目視による判断を支援する．本稿では，本

手法を用いたシステムの実験を行い，考察を述べる．

2 提案手法

本節では目的人物の写真と防犯カメラ映像を用いて，

候補者を絞り込み，提示する手法について述べる．

2.1 写真から衣服色特徴の抽出

本研究では，目的人物の写真を用いて防犯カメラの映

像中から目的人物を絞り込む枝刈り手法を前提とする．

目的人物の写真から衣服領域を手動で抽出し，K-means
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図 1: 候補者絞り込み手順

図 2: 入力画像 図 3: 衣服領域 図 4: 減色処理後

を用いて減色処理を行う．減色処理により抽出された

衣服の代表色を，目的人物の衣服色特徴とする．

2.2 防犯カメラ映像から候補者の絞り込みと提示

2.1節で決定した衣服色特徴を用いて候補者の絞り込
みを行う．候補者を絞り込む処理の流れを図 1に示す．
まず，入力映像に対してフレーム間差分を行い，二値

化する．二値化画像をラベリングし，ノイズ除去を行

うために，しきい値 [S min : S max]外の面積の差分を候
補外とする．しきい値内の領域を移動物体として，2.1
節で決定した衣服色特徴が含まれていない場合は候補

外とする．含まれている場合は移動物体を候補者とす

る．この候補者を動画像処理で追跡し，映像内時刻を

基に，追跡した候補者をまとめ，並べて提示する．
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表 1: 目的人物の判定実験結果
手法 被験者 時間 (s)

映像目視判定
A 931
B 421

提案手法利用
C 102
D 183

参考: 提案手法は事前処理に約 45分費やしている

図 5: 候補者提示画面

3 実験と考察

本節では学生 4名に対して，目視判定と提案手法に
よる判定実験を行った．実験に用いる目的人物の入力

画像と，画像編集ソフトを用いて衣服領域を抽出した

画像を，図 2, 3にそれぞれ示す．また，入力画像に対し
て K-meansを用いて減色処理を行った結果を図 4に示
す．ここで減色処理に用いるクラスタ数を 3とした．各
パラメータは S min = 200, S max = 5, 000とした．実験で
はWebカメラで撮影した画像サイズ 1280 x 720の 7時
間分の映像を用いた．提案手法を計算する PCのスペッ
クは，CPU: 3.3 GHz Intel Core i7, OS: macOS Sierra,メ
モリ: 16GBである．提案手法による映像処理には約 45
分費やした．提案手法の候補者提示画面を図 5に示す．
今回の実験で比較する 2種類の方法を以下に示す．

• 映像目視判定: 目的人物の写真と防犯カメラの映
像から目視のみで探す．倍速・シークバーによる

操作あり．

• 提案手法: 提案手法を実装したシステムを利用

する．

それぞれの手法を利用した，目的人物の判定実験結果

を表 1に示す．映像目視判定では映像ソフトウェアの
倍速表示 (60倍)やシークバー を使用していたが，提
案手法による判定の方が検索時間が短かった．ただし，

提案手法の事前処理を考慮すると，目視判断の方が早

いといえる．この理由は，実験に用いた映像では，一

画面に同時に写る人物が少なく，目視判定で発見する

ことが容易であったためであると考えられる．すなわ

ち，目視判定では，一画面に同時に写る人物が多い場

合，倍速表示による捜索では目的人物を認識すること

が難しくなる．そのため，判定時間が増加すると考え

られる．また，映像の処理時間はシステムを並列化す

ることで短縮することが可能であるといえる．ただし，

現行の提案手法では，人の密集した状況では移動物体

を正確に検出することができない．そのため，今後の

課題として，歩行者が多い状況での実験と，人が密集

した状況での移動物体の検出が挙げられる．

4 おわりに

本稿では目的人物の写真を用いて防犯カメラの映像

中から絞り込む枝刈り手法を提案した．また，目視判

定と，提案手法を用いたシステムによる判定時間の実

験を行った．実験の結果，目視判定は提案手法に比べ

て早く発見可能なことが確認された．しかし，歩行者

の人数によっては，提案手法が有効なことが考えられ

る．今後の課題として，歩行者が多い状況での実験と，

人が密集した状況での移動物体の検出が挙げられる．
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